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藻場の面積減少
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現場の
声

藻場・干潟等はいろいろ
な機能を持っています。

藻場・干潟の現状

このままでは、水が汚れ、
魚や貝もいなくなってしまいます。
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藻場・干潟の主要な水
産動植物の漁獲量減少

藻場で育つ稚魚

藻は減って、干潟は汚れた
から、魚や貝が獲れなく
なった・・・困ったな。

でも、漁師仲間が減っ
たり、歳をとってきたり
で、これ以上僕らだけ
では対応できない・・・・。

藻場・干潟等の維持・回復による漁村の活性化



藻場・干潟の機能を維持・増大させるために必要な活動量

■ 経費や人員等の問題から、保全管理活動を実施している地区は減少しており、このままでは、将
来的に保全活動量は半減し、藻場・干潟の機能を維持することが出来なくなると予想される。

■ 経費や人員等の問題から、保全管理活動を実施している地区は減少しており、このままでは、将
来的に保全活動量は半減し、藻場・干潟の機能を維持することが出来なくなると予想される。
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藻場・干潟の保全活動実施地区数の変化

※平成１９年 漁協及び支所に対するアンケート調査結果より作成



■環境・生態系保全対策について■環境・生態系保全対策について

国民への水産物の安定供給と藻場・干潟
等の有する公益的機能の維持を図るため、
漁業者や地域の住民等が行う藻場・干潟等
の保全活動（長期（５年）にわたる計画的な取
組（計画づくり、モニタリング、保全活動））を
支援。

環境・生態系保全対策
（平成２１～２５年度）

水産基本計画
（平成１９年３月策定、
平成２４年３月改訂）

水産資源を育成する藻場・干
潟等の適切な管理

藻場･干潟の造成・保全と食害
対策等を併せた磯焼け対策や
漁業者や地域住民などが行う
藻場・干潟・森林などの保全
活動を推進する。 【環境・生態系保全活動支援事業】

藻場・干潟等の維持・管理等の環境・生態系
の保全活動を行う組織に対して交付金を交
付する。

【環境・生態系保全活動支援推進事業】
藻場・干潟等の保全活動を全国的に推進す

るため、保全活動状況の啓発普及や技術的
サポート等を行う。



■環境・生態系保全活動支援事業■環境・生態系保全活動支援事業

干潟の耕うんアマモの移植

母藻の投入モニタリング

食害生物の除去

【事業の仕組】 【支援の対象（例）】

保
全
活
動
に
必
要
な
交
付
金
を
交
付

○都道府県、市町村、漁協等による地域協議会を設置し、国は地域協議会に活動
支援基金造成のための交付金を交付。

○地域協議会は、地域活動指針の作成、基金の造成・管理及び交付金交付事務
等を行い、基金から活動組織に交付金を交付。



■環境・生態系保全活動支援事業の対象資源

○藻場
沿岸の浅海域において、海藻

又は海草が繁茂している群落

○干潟
干潮時に露出する砂泥質の平

坦な地形（これに続く前面の浅
海域を含む）

○浅場
水深がおよそ10メートル以浅

の海域及び湖沼域であって干
潟と同じく水産資源の保護・培
養に寄与し、水質浄化等の公益
的機能の発揮を支えると認めら
れるもの

○ヨシ帯
湖岸及び河口域に形成される

ヨシを主体とする水生植物で構
成される群落

○サンゴ礁
サンゴを主体とする造礁生物

によって形成された地形

○地域特認資源
水産資源の保護・培養に寄与

し、水質浄化等の公益的機能の
発揮を支える資源であるとして
都道府県知事が特別に定める
資源



保全活動支援事業の実施の流れ（活動組織）
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２

実行した活動の報告をします。
→市町村へ

交付金の収支報告をします。
→地域協議会へ

活動実行中

７

守りたい身近な資源（藻場・干潟な
ど）を決めましょう。

参加者を募りグループを作りましょう。

どのような活動※を行うか、計画を
立てましょう。

市町村と協定を結びます。

地域協議会に採択申請書を出しま
す。

地域協議会に交付申請書を出しま
す。

保全活動を行います。

報告をします。

※活動は「計画づくり」、「モニタリング」、「保
全活動」により構成



モニタリング

【現状把握】対象資源の現状把握のため、分布状況調
査や環境・生物調査等を行うこと。

【効果調査】保全活動実施後の効果を確認するため、対
象資源の分布状況の変化等について調査を行うこと。

分布状況図
（イメージ） 分布状況図（イメージ）



保全活動（藻場）

【母藻の設置】磯焼けの進行等により、海藻の生産力が
衰え、藻場の機能が低下した海域において、藻場の再
生を促すための母藻を設置すること。



保全活動（藻場）

【海藻の種苗生産】海藻の生産力が衰えた藻場におい
て、その機能の維持・回復を図るため、種苗投入を目的
とした人工的な海藻の種苗生産を行うこと。



保全活動（藻場）

【海藻の種苗投入】海藻の生産力が衰えた藻場におい
て、その機能の維持・回復を図るため、海藻の種苗を投
入すること。



保全活動（藻場）

【アマモの移植及び播種】アマモ場の維持・回復のため、
アマモの栄養株の移植や播種を行うこと。



保全活動（藻場）

【食害生物の除去（ウニ類） 】ウニ類の食害により磯焼

けの見られている藻場又は磯焼けのおそれのある藻場
において、藻場形成の阻害要因となるウニ類の除去を
行うこと。この際には、除去されたウニ類を適正に処理
すること。



保全活動（藻場）

【食害生物の除去（魚類） 】魚類の食害により磯焼けの

見られている藻場又は磯焼けのおそれのある藻場にお
いて、藻場形成の阻害要因となる魚類の除去を行うこ
と。この際には、除去された魚類を適正に処理すること。

磯焼けを起こす魚類

ブダイ、アイゴ、ニザダイ、
ミナミイスズミ、イトイスズ
ミ、テンジクイサキ、メジナ



保全活動（藻場）

【ウニの密度管理】ウニ類の食害により磯焼けの見られ
ている藻場又は磯焼けのおそれのある藻場において、
藻場形成の阻害要因となるウニ類を採取し、海藻の生
産力の高い他の藻場へ移動させること。この際には、
移動先の藻場の維持に配慮すること。



保全活動（藻場）

【栄養塩類の供給】栄養塩類の濃度が低いため、海藻
の生産力が抑制されている海域において、施肥によっ
て栄養塩類を供給し、海藻の生産力を向上させること。



保全活動（藻場）

【岩盤清掃】海藻の世代交代期に、海藻の着生や発芽
を促進しやすい条件を確保するため、岩盤（礫帯を含
む）の清掃を行うこと。



保全活動（藻場）

【浮遊・堆積物の除去】藻場の保全に影響を及ぼすと懸
念される藻場内及び藻場周辺の浮遊・堆積物の除去を
行うこと。この際には、除去された浮遊・堆積物を適正
に処理すること。



平成２４年度実施
２９３活動組織
（３２道府県）

都道府県別実施状況

■環境・生態系保全活動支援事業実施状況
（平成24年６月現在）

●平成２１年度より実施の道府県
●平成２２年度より実施の県
●平成２４年度より実施の県

環境・生態系保全対策の実施主体となる地域協議会は、
平成２４年６月現在、３２の道府県において３７の地域協議会
が設立されている。

このうち、本年度に２つの県が新たに取り組みを開始。
実際に活動を行う活動組織は、これから活動を行う組織も含め
２９３となっている。

地域協議会は、道府県、関係市町村、関係漁業者
団体のほか、地域の実情に応じ、教育機関、NPO等

が構成員となっている。



地域の活動を通じ保全
される藻場・干潟等

地域コミュニティの維持・発展
による地域の活性化

・漁業者、地域住民らによる共同活動を通じ、
地域力の向上に寄与

地域コミュニティの維持・発展
による地域の活性化

・漁業者、地域住民らによる共同活動を通じ、
地域力の向上に寄与

藻場・干潟等の保全活動が地域に及ぼすメリット

地域社会の共通資源である藻場・干潟等の保全の取組を通じ、地域に多くの
利益がもたらされることから、地域の主体的取組が必要である。

地域社会の共通資源である藻場・干潟等の保全の取組を通じ、地域に多くの
利益がもたらされることから、地域の主体的取組が必要である。

地域漁業の持続的発展

・多くの水産資源の産卵場・
育成場となるなど、水産資源
の維持・培養機能の発揮に
寄与

地域漁業の持続的発展

・多くの水産資源の産卵場・
育成場となるなど、水産資源
の維持・培養機能の発揮に
寄与

地域全体が裨益する藻場・
干潟等の有する公益的機

能の発揮

・物質循環、環境学習、生物多
様性維持、水質浄化など公益
的機能の発揮に寄与

地域全体が裨益する藻場・
干潟等の有する公益的機

能の発揮

・物質循環、環境学習、生物多
様性維持、水質浄化など公益
的機能の発揮に寄与



藻場・干潟の公益的機能の内容

藻 場 干 潟

①水質の浄化

・ 環境保全機能

・ 生態系保全機能

・窒素、燐の吸収による富栄養化の
防止

・流れ藻による沖合への栄養塩類
の拡散

・透明度の増加と濁り防止

・酸素の供給

・二枚貝等による有機物の除去

・窒素、燐の吸収による富栄養化の
防止

・バクテリアによる窒素の除去

②生物多様性の維持

・多様な生物種の保全

・産卵場の提供

・幼稚仔の育成場の提供

・流れ藻による産卵・育成場の提供

・希少生物への餌の提供

・多様な生物種の保全

・鳥類の餌場、休み場の提供

・幼稚仔の育成場の提供

③CO２の吸収 ・藻類の光合成 （研究段階）

④浸食抑制による海岸保全 ・波浪の抑制や底質の安定 ・消波効果

⑤親水性や環境学習の場 ・ダイビング、生物観察等 ・潮干狩り、散策、野鳥観察等



藻場・干潟の持つ公益的機能と評価額（億円）

(株）三菱総合研究所（平成１６年）、漁業・養殖業生産統計年報（平成１６年）による

漁業者による藻場・干潟
等の保全管理はこれらの
外部経済を支えている

当グラフは経済価値が算出で
きた機能のみに限定して作成。
その他経済価値で算出できな
い機能として、「生物多様性の
維持機能」などがある。



藻場や干潟は、生活排水に含まれ沿岸域の汚染源となる有機物やチッソ、リンを吸収・分解することで、水
質や底質を浄化し、沿岸域の環境を守っている。漁業者は、干潟においては耕耘による有機物分解の促
進、浄水機能が高い二枚貝の種苗放流、藻場においては藻場づくりや食害動物（ウニ）の駆除などの取組
みを通じて藻場・干潟を保全。

岡山県日生町漁協アマモ再生の取組み
（種子を集めるためのアマモ花枝の採取）

山口県漁協干潟の耕耘活動
（山口県山口市椹野（ふしの）川河口）

環境・生態系の保全活動



藻場の減少

藻場の回復藻場の回復

藻場の消失

予防的保全活動
（播種・母藻投入など
による藻場の回復）

予防的保全活動
（播種・母藻投入など
による藻場の回復）

維持管理的保全活動
（食害生物駆除など
による藻場の維持）

維持管理的保全活動
（食害生物駆除など
による藻場の維持）

回復不可能

沿岸域の開発と温暖化等の環境変化

阻害要因の除去
・緩和方策の検討

そのまま放っておくと・・

そのまま放っておくと・・

藻場の機能維持藻場の機能維持

公共事業による
新たな藻場の整備

（新たな着定基質の設置
による基盤整備等）

自然石やコンクリートブ
ロック等の着底基質の
設置

現在実施している施策

今後の新たな施策

○公共事業とは、水産基盤整備事業による藻場・干潟の整備等であり、着底基質の設置等の大規模な水産土木的工
法を用い、既に消失・機能低下したものについての再生、新たな創造を図るものである。

○一方、環境・生態系保全活動支援事業は、現存している藻場・干潟（自然・人工）について、漁業者等が取組可能な
予防的保全活動（播種による藻場回復等）や維持管理的保全活動（食害生物駆除等）を支援するものである。

○藻場を例にとれば、藻場の減少に対して、もはや漁業者等の取組のみでは回復不能な大規模のものについては、
公共事業により回復し、播種等の小規模な回復や維持管理的な活動は漁業者等による保全活動を推進し、両者の
コンビネーションによって我が国沿岸の藻場の維持・回復を効率的に進めることが必要である。

環境・生態系保全活動
支援事業

環境・生態系保全活動
支援事業

保全活動支援事業と公共事業との関係



●公共事業（水産基盤整備事業）による藻場・干潟の整備等は、既に消失・機能低下したものについ
ての再生、新たな創造を図るもの。

●環境・生態系保全活動は、現存している藻場・干潟について、漁業者等が取組可能な保全活動
（干潟の耕うん、母藻の設置等）により、その機能の維持を図るもの。

●藻場・干潟等の機能低下が進行し、もはや保全活動の取組のみでは回復が不可能なものについ
ては、公共事業による回復と、機能保全を目的とした漁業者等による取組を有機的に連携させるこ
とで、我が国 沿岸の藻場・干潟等の維持・回復を効率的に進めることが可能。

藻場・干潟等の
機能低下

現状の把握
対処法の検討

保全活動の実施
（耕うん、母藻設置等）

藻場・干潟等の
維持・回復

藻場・干潟等の大規模な機能低下・消失
（保全活動で回復不能）

環境変化
等の要因

モニタリング

耕うん 母藻設置

環境・生態系保全活動 水産基盤整備（公共）

急速な悪化・消失の進行 藻場における岩盤清掃

干潟におけるツメタガイの除去

公共事業による藻場・干潟等の整備
（着底基質の設置、覆砂等）

自然石やコンクリートブロッ
ク等の着定基質の設置

砂の投入により人工的に干潟
を造成

連携

ウニによる海
藻類の食害

ツメタガイによ
るアサリの食害

■ハード（公共事業による藻場・干潟整備）との連携



・藻場、干潟、サンゴ礁、ヨシ帯の保全に関する専門家が、活動組織の抱
える技術的・事務的な悩み等の解決のため訪問指導。

・専門家の所属は、大学法人、研究所、水産試験場、民間調査会社など
多岐にわたり、５７名が登録（平成２４年６月１日現在）。

サポーターは活動組織の要望に応じ、例えば以下のような訪問指導を実施

●書類の作成等事務的な問題解決の
ための訪問指導

●現地における、資源状況の観察や具
体的な活動方法の指導

■環境・生態系保全活動支援推進事業（H2４年度事業実施主体：全漁連）

※サポーターの訪問指導



（http://hitoumi.jp/）

●海のゆりかご通信●海のゆりかご通信

●地域協議会情報●地域協議会情報

●相談コーナー●相談コーナー

活動組織への取材レ
ポートを配信。

各地域協議会からの
提供情報を紹介。

環境・生態系保全活動
関係者の情報交換。

■環境・生態系保全活動支援推進事業（H2４年度事業実施主体：全漁連）

※ 情報交換サイトによる保全活動の紹介

全国の活動組織の取
り組み状況を紹介。

●あなたの町の保全
活動

●あなたの町の保全
活動

●藻場、干潟、珊瑚
礁、ヨシ原の紹介

●藻場、干潟、珊瑚
礁、ヨシ原の紹介

ひ と う み ． ｊ ｐ

http://www.hitoumi.jp/

http://hitoumi.jp/
http://hitoumi.jp/


コンブ場 ガラモ場

アラメ・カジメ場テングサ場 アマモ場

これからも環境・生態系を保全す
る活動に皆様のご理解とご協力
をよろしくお願いいたします。

ご静聴ありがとうございました。
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